
 

 

グローバル広報によるマルチステークホルダー・ 

エンゲージメントの重要性 

―ブランズウィック・グループによる講演会を開催― 

 

2022年１月 20日 

講師：河本 孝志 ブランズウィック・グループ 日米事業統括ディレクター（ワシントンＤＣ） 

   ニック・ライス ブランズウィック・グループ ディレクター（ニューヨーク） 

 

 

 

 

経済広報センターは１月 20日、「グローバル広報によるマルチステークホルダー・エンゲージメント

の重要性～５つのポイントと事例紹介」と題するオンライン講演会を開催した。英大手戦略アドバイザ

リー会社ブランズウィック・グループのワシントンＤＣ事務所日米事業統括ディレクターの河本孝志氏

と、ニューヨーク事務所ディレクターのニック・ライス氏が登壇。会員企業広報責任者など約 70名が

参加した。 

河本氏はまず、社会課題の複雑化やステークホルダーの多様化等が進むなか、企業が戦略的に多様な

ステークホルダーに関与し、対話する必要性が高まっていると指摘。この傾向は海外で顕著であり、マ

ルチステークホルダーと協働する際には、「どこに軸を置き、どのような基準でステークホルダーに優

先順位をつけるか。そのうえで、どのように情報を収集・分析し、誰が意思決定をするのか」といった

仕組みを社内で持っておくことが不可欠だと強調した。 

ライス氏は、マルチステークホルダーと対話を進めるうえでの課題とベストプラクティスについて説

明。環境問題や社会問題でさまざまな意見がぶつかり合うなか、企業もそれらの課題に対する見解を示

し、具体的なアクションにより結果を示すことが期待されているとした。さらに、①自社ビジネスの変

革②社会に対する意見表明③システムや業界に対する変革の働きかけ――の３点についてリーダーシッ

プを発揮し、実際にインパクトを与えた事例をベストプラクティスとして紹介した。 
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